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回 答 項 目 数 ％
１．災害について 50 32.7％
２．ボランティアの心得 48 31.4％
３．ボランティアの安全と健康管理 52 34.0％
４．被災された方々への接し方 99 64.7％
５．災害時に気をつけたい病気や症状 95 62.1％
６．災害時の心のケア 95 62.1％
７．災害が高齢者に及ぼす影響 44 28.8％
８．知って役立つ技術 104 68.0％
９．救急法（ＡＥＤ） 89 58.2％
　平成17年の調査では４）、「ボランティア活動」を
したことがあるかの問いに対して、「現在してい
る」が18.1％で今回の結果12.1％より多かった。また
平成17年の結果を平成9年度と比較すると10.9ポイン
ト増加していた。また、「現在はしていないが以前
したことがある」の回答で平成17年が33.5％で、平
成9年と比較すると13.6ポイント増加していた。今回
の結果で「現在していないが以前したことがある」
の回答は58.7％で、これを学年別に比較すると、1年
生が40％、2年生が56.8％、3年生が58.9％、４年生が
72.3％あり、上級生になると増加していた。１年生
は、いつ、どのような機会に活動したかは明らかでな
いが大学入学前に約半数が体験していた。このボラン
ティア活動経験増加の背景には、平成8年の中央教育
審議会答申「21世紀を展望したわが国の教育の在り方
について（第一次答申）」がある。この答申により、
道徳性を育成する総合的な学習時間にボランティア活
動の体験的学習を導入する等して、ボランティア活動
などの体験活動が小・中学校及び高等学校の教育課程
に導入されたことが考えられる６）。
２）ボラン�ィア活動の分野
　ボランティア活動の分野について、平成17年の報告
は「子どものスポーツやレクリエーションなどの指
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導」が39.8％、「自然や環境を守る」が37.4％、「お
年寄りや障害のある人などを助ける」が28.2％、「国
際交流・協力」が20.7％の順に多かった。今回の調査
では、「お年寄りや障害のある人などを助ける」が
47.5％で一番多く、次いで「子どもたちにスポーツや
レクリエーションなどを指導する」が43.9％、次が
「自然や環境を守る」が29.6％、「病気の人を手助
けしたり、地域で健康を守る活動をしたりする」が
28.3％の順であった。現在ボランティア活動をしてい
る学生に対して、「現在行っているボランティア活動
はあなたの大学での専攻と関連があるか」の問いに対
して、「ある」が25.9％、「少しある」が40.7％、両
者で66.6％であり、先行調査の20.8％に比して高かっ
た。また、「学生の特色や長所を生かす方法」につい
て、「大学で学んでいる専門性を生かす」、「知識や
趣味を生かす」が67.4％であった。以上のことから本
学の学生はサークル活動を通じて、「お年寄りや障害
のある人などを助ける」、「病気の人を手助けした
り、地域で健康を守る活動をしたりする」などの分野
で活動し、かつ「大学で学んでいる専門・専攻を生
かした」ボランティア活動を行っている特徴がみられ
た。
３）ボラン�ィア活動のきっかけ
　ボランティア活動のきっかけについては、先行調査
では「自発的な意思で」が55.6％、「大学のサークル
などで参加する」が42.5％であった。今回の調査では
「自発的な意思で」の48.1％より、「大学のサークル
活動などで参加する」の方が55.6％と多かった。先行
調査に比べて本学の学生が「自発的意思で」の参加が
低い理由として以下の点が考えられる。ボランティ活
動の情報を得る方法のうち「学内のボランティア相談
から得る」が17.5％であり、ボランティア活動の情報
が少ないので自発的にしたい活動がみつかりにくいこ
とが考えられた。ボランティア活動について大学教育
の場で取り扱うのが適切だと思うかの問いに「ボラン
ティア活動の情報を提供する」が75.3％であり、ボラ
ンティア活動の情報提供を望んでいることがうかがえ
た。
４）ボラン�ィア活動の教育的意義
　青年期は、感覚、知性、感情全ての領域で急激な成
熟がみられると同時に自己を確立し始め、社会的人間
としての基礎を完成する時期である。したがって青
年期においてボランティア活動に取り組むことは、他
者との関わり、社会との関係において自己の存在を考
え、社会の形成者としての自覚・資質を養ううえで重
要であると言われている。５）
　今回の調査結果でも、学生がボランティア活動する
動機をみると、「困っている人を手助けしたい」、
「新しい人と出会いた」、「新しく感動できる体験が
したい」、「経験や技術を生かしたい」、「地域や社
会を良くしたい」、「自分のやりたい事を発見した
い」などがあった。学生が、地域や社会とのつながり
を築こうとする気持ちや自分の生きる意義を考える思
いがうかがえ、学生にとってボランティア活動は青年
期の人格形成に重要な意義をもっているといえる。
５）大学におけるボラン�ィア活動の支援
　独立行政法人日本学生支援機構の「大学などにおけ
るボランティア情報の収集・提供の体制等に関する調
査報告」によれば、2004年の調査時点で、「学内にお
いてボランティア情報の提供・ボランティア活動の相
談などの部署」は国公立の73.7％、私立の84.6％に設
けられていた。また、ボランティア活動推進のための
「専任のスタッフを有する部署がある」のは、国公立
で0.65％、私立で2.8％であった6）。大学によるボラン
ティア支援の内容は、「ボランティア情報の収集・提
供」が77.8％であった。これはボランティアコーディ
ネートの最も基礎的な業務であり、また消極的なボラ
ンティアコーディネートともいえる。積極的なボラン
ティアコーディネートは、「ボランティア希望者と受
け入れ先との需給調整」が31.4％、「ボランティア活
動の企画・実施」が12.6％、「ボランティア講座・セ
ミナー等の企画・運営」が6.8％であった。6）
　今回の調査結果で、大学が「学生がボランティア活
動すること」を支援することを良いと考える学生が７
割を超えていることから大学に対するボランティア活
動に関する要望は高いと考えられた。大学の支援内容
としては、情報の提供、知識や技術の研修会の開催、
相談の窓口などをあげている。今回の調査で、ボラ
ンティア活動の阻害要因に「大学の時間が忙しい」、
「アルバイトが忙しい」があり、また、アルバイトと
ボランティアのどちらを優先するかの問いに対して、
「アルバイト優先」と「どちらかといえばアルバイ
ト優先」をあわせると77.2％であったこと、それと大
学の奨励策として、「学校行事として参加する」が
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52.9％と多い事を考慮すると本学学生のボランティア
活動に対する態度は自発的、積極的とはいえない。本
学がボランティア活動を推進する場合には、大学の行
事や自治会活動など、大学と学生が一体となって行う
ことを考える必要がある。
６）大学生の災害ボラン�ィア活動
　今回の調査で、本学が仮に「学生が災害ボランティ
ア活動すること」を支援するとしたらどう思うかの問
いに対して、「支援するのが良いと思う」が72.2％、
「わからない」が24.7％、「よくない」が3.1％であっ
た。本学が災害ボランティア活動の希望者に対して
「知識や技術の研修会」を開催した場合、「できれば
参加したい」が50.4％、「ぜひ参加したい」が17.9％
であった。
　高校生および大学生の災害ボランティア活動として
は、平成7年の阪神淡路大震災、平成16年の愛媛県新
居浜市の局地的豪雨による水害、平成19年の新潟県中
越沖地震での活動、平成19年の熊本県美里町豪雨災害
などでの活動が報告されている。静岡大学は７）、学生
の災害ボランティア育成の必要性を強く打ち出し、学
生を含めたパネルディスカッションを開催した。それ
から近隣地区自治・地元自治会や災害コーディネータ
が連携した＜防災ボランティア＞ネットワークが中心
となって地元住民と合同の災害ボランティアセンター
を立ち上げて、避難所体験などの防災訓練、学生対象
の防災訓練を行った。その後大学防災・ボランティア
センターを設置した。また、全学共通の総合科目「地
震防災」科目を開講した。他方看護系大学では、「災
害看護」が教科としてある場合でも、災害看護の知識
を学生ボランティアとして生かすには、ボランティア
としての心構えや平常時の予防活動や防災訓練への参
加や防災意識の啓発が必要であると言われている。愛
知県下看護系７大学では看護学生として災害ボラン
ティア活動ができるよう平成18年度からネットワーク
を形成した。その一環として「災害ボランティア代表
学生の交流会」を開催した８）。この他には、独立行政
法人日本学生支援機構は、「災害ボランティア体験型
セミナー」を平成18年に実施したと報告している。学
生の自主的な組織としては、首都圏の大学生で構成す
る「災害救援ボランティア組織」があり、ＡＥＤの操
作法やロープワーク、地震の仕組みなど災害時に必要
な知識や技術の体験ができる研修などを行っている。
　東海・南海・東南海連動型地震の発生が想定される
三重県において、県・市町村は各自治会組織等と災害
の発生に備え様々な防災対策や防災訓練、防災教育を
行っている。本学が地域貢献の立場から、災害に対す
る学生ボランティア活動を推進するには、今後「災害
看護」科目の開講が望まれる。また地域の自治会など
の組織と学生ボランティアが一緒に災害に関する研修
会や講演会、防災訓練を行うことは地域貢献の１つと
なるとともに、学生に対する教育的効果をあげる手段
として期待できることが示唆された。
Ⅳ.　おわりに
　今回の調査結果から、本学が今後学生に対してボラ
ンティア活動の支援を行う場合、大学の専攻をいかし
た下記の方策が望まれる。
１ ）ボランティア活動に関する情報を提供する。
２ ）ボランティア活動に関する知識及び技術の研修会
を開催する。
３ ）地域や地元自治会とともに、大学の専門性をいか
した災害に関する訓練や講習会などを開催する。
４ ）大学行事として、学生とともにボランティア活動
を行う。
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